
具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

淀川・宇治川・桂川・木津川河川名事業名

●位置図

●現状の課題

河川工事の施工、土砂の仮置き、工事用道
路の設置やそれらの工事に伴う濁水の発
生などが生物の生息・生育環境への影響を
与えている場合がある。

●スケジュール

●具体的な整備内容

工事中の振動や騒音等を最小限に抑
える施工機械を使用する。

地先大阪府・京都府 市町村府　県

●河川整備の方針

施工機械、施工時期等については、できる
だけ生物の生息・生育環境への影響を少な
くするようにする。

31行目行p.26ページ５．２．８章項目説明資料（第2稿）での記載箇所

※淀川工事事務所管理区間内「全川対象」※淀川工事事務所管理区間内「全川対象」

実施

振動や騒音を最小限に押さえる施
工機械の使用
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●平面図（機構図、体制図）

●横断図（構造図、フローチャート）

　　

低振動型機械の導入 排出ガス対策型建設
機械使用の義務付

生態系に配慮した新機種機械

鵜殿における土質改良

環境－６３

建設機械に関する技術指針の促進

環境対策型工法の導入

「排出ガス対応型」建設機械の
認定・使用の義務付け

「低騒音・低振動型」建設機械の
認定・使用の義務付け

　各種パイロット施工

新技術情報提供システム（NETISシステム）
による情報提供

直轄工事での
積極的な使用

◆環境対策型建設機械の使用促進
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●整備効果

１９９１年度　建設機械に関する技術指針を制定（第１次基準値制定）
２００１年度　第２次基準値制定

建設機械の年間ＮＯｘ(窒素酸化物)排出総量は自動車等移動排出源排出総量の１５％
を占めている。今後、対策型建設機械が順調に導入されていった場合、３８％以上もの
削減を図ることが出来る。

排出ガス対策型建設機械の導入効果

生態系に配慮した新機種機械・工法の採用

鵜殿固有の自然環境保全

土壌改良
○鵜殿内にある性質の異なる土砂同士の混合

既存技術　　　　　　　　　　　　　　新機種機械・工法の採用

　バックホウによる混合　　　　　　　万能土質改良機　
　
　・高コスト　　　　　　　　　　　　　　・低コスト化（従来工法比　６０％）
　・低品質な改良土　　　　　　　　・高品質な改良土

環境を配慮した工事の促進

１９９１年度　建設機械に関する技術指針制定（第一次基準値） ２００１年度　第二次基準値指定開始

環境に低負荷な新機種機械・工法
低コスト・高品質化する事により

工事の促進
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●提案理由（代替え案含む）

　河川工事の施工に当たっては、掘削や梅戻し、土砂の仮置き、工事用道路の設置にあたっ
ては、工事に伴って濁水の発生、土砂の撹拌などによる動植物に与える影響等が懸念され
てきた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事施工

　　　　　　　　　　　　　○土砂の撹拌に伴う動植物への影響

　　　　　　　　　　　　　○土砂の移動、仮置きに伴う影響

　　　　　　　　　　　　　○濁水・振動・騒音の発生

　　　　　　　　　　　　　○施工機械による排ガス・騒音・振動の発生

　　　

　このため、施工に当たっては生体瀬系に配慮した新機種機械・技術や従来から建設施工機
械においては低環境負荷型の導入をを積極的に実施する必要がある。

○新機種・新技術導入　　濁水・騒音・振動・土壌の撹拌

　　　　　　　　　　　　　　　　環境負荷の少ない工法の採用

○低環境負荷型建設施工機械の導入

　　　　　　　　　　建設施工機械→自動車等移動手段の台数ベースで２％

　　　　　　　　　　　　　建設機械の年間ＮＯｘ(窒素酸化物)排出総量は

　　　　　　　　　　　　　自動車等移動排出源排出総量の１５％

　　

　　　　　　　　　　　　　　排出ガス対策型建設機械の導入の実施
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●位置図

淀川河川名事業名

●現状の課題

河川工事の施工、土砂の仮置き、工事用道
路の設置やそれらの工事に伴う濁水の発
生等が生物の生息・生育環境に影響を与え
ている。

●スケジュール

●具体的な検討内容

・土砂輸送手段として、舟運と緊急用
河川敷道路の活用を検討する。

地先大阪府 淀川沿川市町市町村府　県 －

●河川整備の方針

河川工事のための土砂の輸送手段として、
舟運と緊急用河川敷道路の活用、土砂仮
置場の堤内地での確保、河川敷内の工事
資材等の仮置き箇所・面積の縮小等を図る。

33行目行p.26ページ５．２．８章項目説明資料（第2稿）での記載箇所

検討

土砂輸送手段検討

　舟運と緊急用河川敷道路の活用
による、河川工事にかかる築堤盛土
材の運搬の可能性について検討す
る。

　　・コスト面

　　・周辺環境面（渋滞緩和面）

　　・地球環境面（ＣＯ２）

・検討内容

H15 H17 H19 H21 H23 H25
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

　　

大
阪
湾

淀川（宇治川）

桂川

木津川

淀川

大川

淀

大
堰

土砂輸送例

船着場

川

緊急用河川敷道路イメージ写真

船着場イメージ写真

水上輸送

緊急用河川敷道路

工事箇所

環境－６４ 2/4



具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●整備効果

　舟運と緊急用河川敷道路との連携により、
　　　①工事コストの縮減
　　　②周辺環境への影響の低減
　　　③二酸化炭素の排出量の削減　　など

環境への影響軽減

土砂採取地 工事現場一般道路

●陸上輸送（１０ｔﾀﾞﾝﾌﾟ）

●水上輸送（１００ｔ台船）

工事近傍船着場淀川舟運仮置場近傍船着場

環境に影響を与える場合がある。

上記について検討する

運搬の台数、回数が多い。

大量輸送により短期間で出来る。

環境－６４ 3/4



具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●提案理由

部門別二酸化炭素排出量（平成６年度）
ｴﾈﾙｷﾞｰ転換

部門
8%

産業部門
41%

民生部門（家
庭）
12%

民生部門（業
務）
11%

運輸
19%

工業ﾌﾟﾛｾｽ
8%

統計誤差
1%

舟運と環境対策

　京都議定書において、日本は二酸化炭素等の温室効果ガスの６％削減を
約束している。我が国における運輸部門からの二酸化炭素の排出は全体
の約２割を占め、そのうち９割が自動車からの排出量となっている。

運輸部門の二酸化炭素排出量
（輸送機関別、平成６年度）

自家用乗用
車
54%

自家用貨物
車
13%

鉄道
3%

空港
3%

営業用貨物
車
17%

内航海運
6%

タクシー
2%

バス
2%

　貨物輸送機関別の二酸化炭素排出原単位を見ると、船舶輸送は自動車
輸送に比べて相対的に排出の少ない輸送手段であると言える。
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長距離ﾄﾗｯｸ

営業用普通ﾄﾗｯｸ

営業用小型ﾄﾗｯｸ

自家用小型ﾄﾗｯｸ

鉄道（ＪＲ貨物）

内航海運

航空

注１．１トンの貨物を１㎞運んだ場合の二酸化炭素排出量を炭素換算した重さ
２．長距離トラックの二酸化炭素排出原 単位は東京から大阪間の数値

貨物輸送機関別の二酸化炭素排出原単位

単位：(g)

出典）河川舟運ハンドブック
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

淀川河川名事業名

●位置図

●スケジュール

●具体的な整備内容

　・土砂仮置場は、堤内地にを確保す
るよう努める。

地先
　　大阪府

　　京都府
淀川沿川全域市町村府　県 　　　－

35行目行p.26ページ５．２．８章項目説明資料（第2稿）での記載箇所

実施

淀川土砂仮置場　
　　　　　堤内地への確保

●事業の数量・諸元等　　　　　　　　　　
　　・全体数量　

　　　　用地買収　１.８万m2

　　　　整備工事　　　一式　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　・うち整備計画期間内数量　

　　　　整備工事　　　一式

●事業費

　　・全体事業費　　　　　　約１６億円　
　　・うち執行済　　　　　　約１４億円　
　　・うち整備計画期間内　約２億円　
　　・うち整備計画期間以降　 ０円

H15 H17 H19 H21 H23 H25

●現状の課題

河川工事の施工、土砂の仮置き、工事用道
路の設置やそれらの工事に伴う濁水の発
生等が生物の生息・生育環境に影響を与え
ている。

●河川整備の方針

河川工事のための土砂の輸送手段として、
舟運と緊急用河川敷道路の活用、土砂仮
置場の堤内地での確保、河川敷内の工事
資材等の仮置き箇所・面積の縮小等を図る。
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

古
川

宇
治
川

右岸
40.0K

◎

●写真

●横断図

　　

対象地

京都第二外環状道路

宇治川 京都第二外
環状道路古川

仮置きスペース

緑地帯 緑地帯
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●整備効果

スーパー堤防
現場

ストック
ヤード

建設発生土
発生箇所
仮

置
き直

接
搬

入

搬　入

ストックヤード活用イメージ

１．土砂搬出入のタイミング調整

　　→円滑な工事推進（工事のタイミングに合わせた土砂の供給）
　　→土砂資源の有効利用・建設残土リサイクル推進

３．河川敷内仮置場の縮小

２．資源の有効活用・コスト縮減
　

・コスト縮減　　　　
・採取場の環境破壊軽減

河川敷の河川形状の修復、従来の川に戻る

スーパー堤防
の土の購入費

仮置き場
からの運搬費
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●提案理由

　

　

盛土事業箇所へ

宇治川

堤内地にストックヤードが必要

スーパー堤防
整備促進

建設リサイクル促進

工期短縮により
仮移転地権者
の負担を軽減

する

堤防に適した
材料への改良

による
有効利用

河川敷での
土砂仮置き削除

河川敷の
生物への影響

軽減

土砂を安定的に供給 工事箇所への舟運
や緊急用河川敷道

路による運搬

ダンプ
や改良機械の
騒音・振動に
耐えうる環境

４万m3の土砂確保
を持つ広さ

宇治川沿いに
位置する

周辺環境への
影響が少ない

久御山ストクヤード
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

淀川河川名事業名

●位置図

●スケジュール

地先
　　大阪府　　
　　京都府　

淀川沿川全域市町村府　県 　　　　－

36行目行p.26ページ５．２．８章項目説明資料（第2稿）での記載箇所

実施

淀川土砂仮置場　　
　　　　　　　面積の縮小

●具体的な整備内容

　・工事資材等の仮置き場所は必要最
低限の面積に縮小する。

H15 H17 H19 H21 H23 H25

●現状の課題

河川工事の施工、土砂の仮置き、工事用道
路の設置やそれらの工事に伴う濁水の発
生等が生物の生息・生育環境に影響を与え
ている。

●河川整備の方針

河川工事のための土砂の輸送手段として、
舟運と緊急用河川敷道路の活用、土砂仮
置場の堤内地での確保、河川敷内の工事
資材等の仮置き箇所・面積の縮小等を図る。

●検討内容

　・土砂利用計画を立てて適切に調整
を図る。
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●写真

　

前島地区の状況

淀川
↓
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●整備効果

　　　　従来淀川は、連続性のある生物にとって住み易い環境であった。

　　　

　　　　　しかし、ストックヤードにより河川の環境が改変している。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

河川形状の修復を図る。
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具体的な整備内容シート（第2稿）

【平成１５年７月７日版】

●提案理由（代替案含む）

スーパー堤防工事との連携

・スーパー堤防事業では、大量の盛土材が必要となるため、土砂
を安定的に供給する必要がある。しかし、河川敷に仮置きすること
は河川環境に負荷を与えることから、ヤードを堤内地に確保する
とともに、従来の川の姿に修復するために、土砂利用計画を立て
て適切な工事工程調整を行い、敷地面積の縮小を図りながら、資
源の有効活用を行う。

前島地区における土砂の搬入・搬出の工程調整等を行い、
ﾔｰﾄﾞ容量(m3)を小さく(敷地の開放)して、河川形状の修復を図る。

累積土量 仮置土 撤去土

（現在の土砂状況）

（工事間調整による土砂状況）

建設発生土は有効な資源であることから、公共事業の土砂受
入れも積極的に行ってきた結果、備蓄量が増えてしまった。

公共事業の土砂受入れも継続しつつ、効率的な土砂調整を行う。

累
積
土
量

仮
置
土

撤
去
土

時間

累
積
土
量

仮
置
土

撤
去
土

時間
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